


はじめに

日本全体で排出するCO2の3分の1は家庭部門・業務その他部門が占め、住宅・建築物での省エネ・

省CO2対策の抜本的な強化が求められています。

　国土交通省では、省CO2の実現性に優れ、住宅・建築物の市場価値を高めるとともに、居住・生

産環境の向上を図るリーディングプロジェクトとなる住宅・建築プロジェクトを公募によって募り、整

備費等の一部を補助し支援する「住宅・建築物省CO2先導事業」「サステナブル建築物等先導事業

（省CO2先導型）」を実施し、全国の多様な省CO2への取り組みを支援してきました。同事業では、

これまでに約450のプロジェクトが採択され、全国各地で先導的で多様な工夫が見られる省CO2

型の住宅・建築物が多数竣工しています。

　本冊子では、同事業で得られた知見を幅広く情報発信し、さらなる取り組みの波及、普及を図る

ため、採択事業の中から、地方都市を含む全国での特徴的な取り組みを進める70のプロジェクト

を取り上げ、プロジェクトの概要、導入された省CO2技術の特徴などを紹介しています。採択事業

は、いずれも他の見本となる優れた技術や工夫を実現しており、今後の省CO2建築を考えるヒント

となるものです。また、本冊子で紹介しきれなかったプロジェクトでも、さまざまな工夫を凝らした取

り組みが進められており、これらは国立研究開発法人建築研究所の「住宅・建築物省CO2先導事

業」と「サステナブル建築物等先導事業（省CO2先導型）」WEBサイト（下記）に関連資料を掲載

しています。

　建築に携わる多くの皆様に、住宅・建築物におけるさらなる省エネ・省CO2を進める際の検討資料

として、本冊子や下記のWEBサイトをご活用いただければ幸いです。

（参考）採択プロジェクトの取り組み・技術紹介
【国立研究開発法人建築研究所WEBサイト】

〈住宅・建築物省CO2先導事業〉
○	住宅・建築物の省CO2シンポジウム資料（第1回～第15回）
	 https://www.kenken.go.jp/shouco2/past/past_sympo.html
○	審査結果と事業成果に関する資料
	 ・平成20～21年度事業（建築研究資料〈No.125〉）
	 ・平成22～24年度事業（建築研究資料〈No.164〉）
	 ・平成25～26年度事業（建築研究資料〈No.181〉）
	 https://www.kenken.go.jp/shouco2/past/rm.html

〈サステナブル建築物等先導事業（省CO2先導型）〉
○	住宅・建築物の省CO2シンポジウム資料（第16回～第25回）
	 https://www.kenken.go.jp/shouco2/past_sympo.html
○	審査結果と事業成果に関する資料
	 ・平成27～29年度事業（建築研究資料〈No.198〉）
	 ・平成30～令和元年度（第25回住宅・建築物省CO2シンポジウム資料）
	 https://www.kenken.go.jp/shouco2/rm.html
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建物用途
4ページの「採択プロジェクトの地域・建物
用途の概要」や8ページの「取り組みテー
マの一覧表」からも、建物用途別の掲載
事例を確認することができます

採択プロジェクトの地域・建物用途の概要	 4

取り組みテーマについて	 8

事例シート	（70事例）	 10–149

参考1　事業の概要	 150

参考2　採択プロジェクト一覧	 152

目	次

事例シートの構成と本冊子の活用方法
本冊子では建物用途を11用途に分類し、建物用途ごとに事例シートを掲載し、各プロジェクトの主な取り組
みを紹介しています。各事例シートは、左ページに取り組みの全体概要や建物諸元などを、右ページに主な省
CO2技術の特徴を記載する構成としています。また、右ページ上端の取り組みテーマは、6つのテーマを設定
し、各事例で特徴的な取り組みが見られるものを示しています。
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省CO2への主な取り組み

取り組み
テーマ

コ・ベネ
フィット省エネ行動賃貸複数建物・

街区 地方・郊外 既存ストック

● 複数事業者による複数街区での一体的取り組み
●  複数街区での一体的な水景・緑地計画によるヒートアイランド対策

● 実効性の高い省CO2技術の採用
●  自然換気を積極的に取り入れるなど、先進的なパッシブ技術と、部分負荷を重視した熱源システム・高効率空調・照明など普
及性の高いアクティブ技術の採用

● 持続的なマネジメントシステムの構築
●　 各建物BEMSから得られるエネルギー運用データを街区全体で一元化するネットワークの構築など

MEMO　
複数の建物がそれぞれに異なる自然換気機能（ボイド、給気口など）を外装デザインの一部に取り入れ、夜にはライト
アップをし、パッシブ省CO2技術の見える化を行っています。

〈パッシブ技術の見える化〉 〈ヒートアイランド対策〉

エアインテイクによる通風換気をファサード
デザインに採用

コーナーボイドによる重力換気部分は夜間
は照明で演出

街区全体を緑と水でつなぎ、ヒー
トアイランド対策を行うとともに、
親自然的な景観を形成
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全景

①建物名：グランフロント大阪
②所在地：大阪市北区大深町3、4
③主用途：事務所・物販・飲食・集会所・ホテル・集合住宅
④敷地面積：約47,840㎡
⑤延床面積：約567,240㎡
⑥階数：［うめきた広場］地上2階、地下2階／［南館］地上38階、地下3階
  ［北館 タワーB］地上38階、地下3階／［北館 タワーC］地上33階、地下3階
  ［オーナーズタワー］地上48階、地下1階
⑦竣工年月：2013年3月
⑧事業主：NTT都市開発株式会社、株式会社大林組、オリックス不動産株式会社、関電不
動産株式会社、新日鉄興和不動産株式会社、積水ハウス株式会社、株式会社竹中工務
店、東京建物株式会社、日本土地建物株式会社、阪急電鉄株式会社、三井住友信託銀行
株式会社、三菱地所株式会社
⑨設計者：株式会社日建設計、株式会社三菱地所設計、株式会社NTTファシリティーズ
　　　　  （実施設計は、上記に加え、株式会社竹中工務店・株式会社大林組）
⑩施工者：株式会社大林組、株式会社竹中工務店
⑪CASBEE：Sランク（BEE=3.0）
⑫受賞歴：「CASBEE大阪 OF THE YEAR 2013」商業施設その他部門賞など
⑬URL：http://www.grandfront-osaka.jp/

西日本最大の交通拠点である大阪駅の北エリアに、商業、オフィ
ス、ホテル、マンション、知的創造拠点（ナレッジキャピタル）などの
高次都市機能を集積させ、魅力ある都市環境を創造し、関西経済
再生の一翼を担うプロジェクトです。大規模開発区域に建設される
4棟の建物に実行性の高い省CO2技術や街区全体での省CO2マ
ネジメントシステムを導入しています。

採択事業名称 大阪駅北地区先行開発区域プロジェクト省ＣＯ２推進事業［平成21年度 第1回］
提案者 大阪駅北地区先行開発区域プロジェクト事業コンソーシアム

グランフロント大阪

複数事業者・街区の一体的な取り組みと
持続的なマネジメントシステムの構築
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取り組みテーマ：
他のプロジェクトの参考となる主な特徴
詳細は8ページ参照。各掲載事例が
取り組むテーマを一覧でまとめています

MEMO：
紙面内で伝えきれない取り組みの工夫点や特徴的な内容等を記載しています

プロジェクト名称
 （建物名、地区名、事業者名等）

採択時の
事業名称等

取り組みの
全体概要

建物諸元
建物などが所在する
都道府県別の掲載事
例を4ページの「採択
プロジェクトの地域・建
物用途の概要」から確
認することができます
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